
◎ロータリー囲碁同好会より 
　「第24回ロータリー全国囲碁大会のご案内」

日 時　　11月21日（土）　10：00～
　　会　場　 日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎来週23日は祝日につき休会です。
再来週30日は、公式訪問事前訪問・クラブ協議会です。

　　

ニコニコBOX
小林吾郎 会長
　涼しくなりました。今年は涼しいですね。
野水靖之さん
　先週の地区大会記念ゴルフ大会とIMにご参加いた
だいた皆様、ありがとうございました。
梨本次郎さん
　先日のIMの翌日に、妻と美人の湯に行って来ました。
　とても良い施設になっていて、妻も喜んでいました。
吉井直樹さん
　IMの出席、お疲れ様でした。本日の報告よろしくお願
いします。
斎藤弘文さん
　加茂市美人の湯で開催されたIMに参加しました。大
変勉強になりました。
渋谷政道さん
　今週19日（土）、20日（日）に三条凧（いか）合戦秋の
新人戦が三条ミズベリングで開催されます。
　秋の凧（いか）合戦もいいもんですよ！天気が心配で
すけど…
嘉瀬一洋さん
　三条別院で開催されましたパレスチナ学習会に参加
してきました。世界平和を推進して友情を育む、ロータ
リーの理念は素晴らしいと思いました。
野崎喜一郎さん
　12日（土）の会頭杯ゴルフ大会では、小越さん、中村さ
ん大変お世話になりました。
　青空の下、最高のゴルフ日和でした。
渡辺良一さん
　花嫁の父、終えてきました。やっとひと息です。ＩＭ報
告よろしくお願いします。
中林順一さん
　涼しくなりました。こないだまでの暑さはどこへ行った
のかな。
五十嵐晋三さん
　久しぶりの出席です。会長、ＩＭ報告ご苦労様です。
荻根澤隆雄さん
　先週のＩＭに出席出来ずに誠に申し訳ありませんでし
た。

船越良則さん、 小出子恵出さん、 高橋　司さん、
成田秀雄さん、 松永一義さん、 丸山行彦さん、
石倉政雄さん、 岩橋美穂さん、 落合孝夫さん、
安達俊明さん、 歸山　肇さん、 杉山幸英さん、
白鳥　賢さん、 山田富義さん、 小越憲泰さん、
早川滝徳さん、 白倉徳幸さん、 小林卓哉さん

　本日のIM報告よろしくお願いいたします。
　お話し楽しみにしております。
 　
　　　　　　　   9月16日分　 ￥32,000
　　　　　　　     今年度累計　   ￥363,000

「IM報告」

小林吾郎 会長

9月12日土曜日に開催されました
第4分区インターシティーミーティン
グ、通称IMについてご報告させて
いただきます。
　当日は3日前の地区ゴルフ大会

があの大雨だったのが嘘のような、本当に素晴らしい
秋晴れでした。参加人数については、三条クラブからは
当初18名の予定でしたが、急遽来られなくなった方が
数名いらっしゃいまして、15名での参加となりました。当
日参加された皆さん、お疲れさまでした。
　今回の主催は加茂RCさんでした。会場は加茂七谷
温泉「美人の湯」での開催となりました。
　藤田加茂市長もご参加いただいていましたが、市長
ご自身も「美人の湯に100人規模の催しができる場所
があったかな？」とおっしゃっていました。実際は2階の
広間を3つともぶち抜いて、畳の上に机と椅子を並べて
の開催でして、靴を脱いでの参加というなかなかユ
ニークなスタイルでした。当日、美人の湯のホームページ
では「設備メンテナンスのため休館」というアナウンスが
されていたそうで、一般のお客さんはご存じなかったと
思いますが、その会場を貸し切ってのIMでした。
　ガバナー補佐の長澤さんからは、現在始まったばか
りの事前訪問の状況についてのお話と、ガバナー公式
訪問に関するエピソードをいただきました。当初ガバ
ナーは飲酒をせずに自分で運転して帰る予定だったと
ころ、ドライバーを同行させることになったので飲酒でき
るようになった、というお話で、会場が和みました（笑）。
　ひとつ、私が特に印象に残ったお話があります。長澤
ガバナー補佐から「インターシティーミーティングは開催
しなくてもよい、任意の会合で、それでも折角ですから

会長挨拶
　　　　　　　　　小林吾郎 会長
　皆さん、こんにちは。9月2回目の例会です。
　まず先週の地区ゴルフ大会のご報告で
す。当日はなかなかの大雨でして、小越さん、
丸山さん、杉山さん、野崎さんの組は前半で
終了、早々に引き揚げていかれました。お気
持ち、よく分かります（笑）。

　私たちは渡辺良一さん、相場さんと3人の組でしたが、後半か
ら三条北RCの渕岡さんが合流してくださいました。一緒に回って
いたメンバーが帰るということで私たちの組に加わっていただき、
図らずもクラブを越えた交流ゴルフになりました。後半の最初の3
ホールほどはひどい雨でしたが、その後は雨も上がって、真夏にし
てはずいぶん涼しい中でラウンドできました。前半で帰られた4名
の皆さんも含めて、当日参加された皆さん、本当にお疲れさまでし
た。
　続いて、先々週の例会の翌日、ローターアクトの例会に初めて
参加してきました。実は私、これまでずっと「アクト不要論者」だっ
たんです。でも、ちゃんと理解もせず、分かろうともせずに不要だと
言い続けるのも違うなと思いまして、まず参加してみることにしまし
た。
　当日は川越さんと4名のメンバーが集まっていました。正直、人
数は少ない。でも、その数名が一生懸命に参加して、1分間スピー
チなどに取り組んでいる姿を見ていると、これはこれでいいのかな
と感じる部分もありました。まだ考え方は変わりませんが、これから

の9か月間、何回か参加を重ねながら、自分なりのロー
ターアクト観を持っていけたらと思っています。
　最後に70周年記念事業のご報告です。先日、吉井実
行委員長と柳取副実行委員長、荻根澤社会奉仕委員
長が三条市立大学のシャハリアル学長のもとを訪問し、
記念植樹についての話し合いを行いました。しだれ桜を
1本、食堂からよく見えるところに植えることが決まりまし
た。11月頃になると思いますが植樹当日は贈呈式も予定
されています。日程が決まりましたら改めてご案内します
ので、ぜひ皆さんにもご参加いただければと思います。
　本日もどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告
　　　　　　野水靖之 幹事

◎富山ガバナー事務所より
　 「地区大会記念ゴルフ大会ご参加の御礼」
◎地区事務所より 
　「2027年バルセロナ国際大会参加登録のご案内」

会　期　　2027年6月26日（土）～30日（水）
　　登録料　 9/17～21（5日間限定）595ドル、
　　　　　　　9/22～3/31…795ドル、
　　　　　　　4/1～6/30…895ドル
◎三条ローターアクトクラブより 
　「9月第二例会のご案内」

日 時　　9月17日（木）　19：30～
　　会　場　 まちやま２階・はなしょうぶ
◎富山ガバナー事務所より 
　「第4分区ガバナー補佐職務についてのヒアリングのお願い」

日 時　　10月2日（金）　17：30～19：00
　　会　場　 三条ロイヤルホテル
◎富山ガバナー事務所より 
　「財団・米山感謝の集い午餐会のご案内」

日 時　　10月24日（土）　12：00～14：30
　　会　場　 ホテルイタリア軒
◎三条北RCより 
　「市内４RC合同クラブラーニング委員会のご案内」

日 時　　10月31日（土）　16：00～
　　会　場　 越前屋ホテル

開催することにしました」という趣旨の発言がありまし
た。実はバスで向かう道中、吉井さんからも同様のこと
を聞いていたので、改めて驚きはしませんでしたが、国
際ロータリーも時代に合わせて変わろうとしているんだ
なということを実感しました。
　一方で、そういった方針の変化を地域の地区や各
ロータリークラブに浸透させていくのは、なかなか大変
なことだとも感じました。ひょっとすると近い将来、どこか
のガバナー補佐排出クラブが「国際ロータリーの方針
に従い、今年度はIMを開催しない」という判断をする、
なんてことも出てくるのかもしれないな、と考えさせられ
ました。ロータリーという組織が、形を変えながら進化し
ようとしていることを感じた場面でした。
　さて、今回のIMのメインテーマは『県央地域の「高
等教育機関」を使い倒す！』というものでした。三条市立
大学、新潟大学、加茂経営大学の学生さんたちにお越
しいただき、それぞれが実際に取り組んでいる地域課
題の解決活動についてのフォーラムが行われました。新
潟大学の学生さんによる基調講演に続いて、3大学の
学生さんたちによるパネルディスカッションという構成で
した。
　若い学生たちが地域の課題に真剣に向き合ってい
る姿は、私自身大変刺激を受けました。この内容につい
ては、引き続き梨本さんからより詳しくお話いただきま
す。
　以上が私からのIM報告となります。ありがとうござい
ました。

梨本次郎 会員増強委員長

9月12日、加茂七谷温泉「美人の
湯」で開催された国際ロータリー第
2560地区第4分区インターシティー
ミーティングに参加しました。今回の
フォーラムのテーマは『県央地域の
「高等教育機関」を使い倒す！～若

者の熱量と企業の経験が交差する加茂・県央の未来
～』でした。
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　まず、このテーマがなぜ今注目されているのか、その
背景について少し整理したいと思います。
　学生と地域企業が連携する取り組みは、この10年ほ
ど、新しい大学教育のあり方として注目されてきました。
その背景にあるのは、よく言われる「正解のない時代」
という考え方です。
　私たちが若い頃は、良い学校に入り、良い会社に入
れば、ある程度その先の道筋が見えました。しかし今
は、5年先、10年先に自分たちの業界がどうなっている
かも分からない時代です。そうした中で、自ら考え、未来
を構想していく力は、大学の教室で講義を聞いている
だけでは、なかなか身につきません。
　そこで大学では、学生を実際の地域や企業の現場
に出し、現実の社会の中で活動しながら学んでもらう取
り組みが広がっています。ただし、学生が外に出て学ぶ
ためには、必ずそれを受け入れる地域や企業が必要に
なります。
　そして、この取り組みは学生にとっての学びだけでは
ありません。受け入れる企業や地域にとっても、学生と
の交流から生まれる新しい発想や気づき、いわば化学
反応によって、「正解のない時代」を切り拓いていくため
の意義ある取り組みなのだろうと思います。今回の
フォーラムでは、まさにそうした学生・地域・企業のより良
い関係づくりについて考えました。
　事例として紹介されたのが、新潟大学Kホームの活
動です。学部・学年を超えた約35名の学生が、月に一
度ほど加茂を訪れ、まち歩き、小学校での工作企画、地
域のお祭りへの参加など、さまざまな活動を続けていま
す。特に感心したのは、活動のたびに必ず振り返りを行
い、改善点を次につなげていること、そして一度きりでは
なく、同じ地域に通い続けていることでした。
　パネルディスカッションで最も印象に残ったのは、K
ホームの学生の「就職活動のためだと思ってやってい
たら続きません。加茂が好きだからです」という言葉で
す。3年間で約30回も加茂に通い続けているそうです。
地域づくりは、制度や損得から始まるのではなく、まずそ
の地域を好きになることから始まるのだと感じました。
　また、三条市立大学の学生からは、企業の現場には

大学では学べない、その会社独自の工夫や知恵があ
る一方で、学生が関わることで企業側にも新しい発想
が生まれるという話がありました。
　受け入れ企業である堀内組の堀内社長の話も印象
的でした。学生をお客さん扱いせず、社内ではなかな
か手を付けられない「答えのない課題」に一緒に取り
組んでもらっているそうです。そして経営者に向けて、
「学生が来ないと嘆くのではなく、いないなら会いに行
こう」と話されました。
　フォーラムの最後に樋口先生が、「まず出会い、会話
し、信頼し合うところから新しいものが生まれる。出会い
に出向いてほしい」とまとめられました。
　会場となった「美人の湯」も大変素晴らしい施設に
生まれ変わっていました。館内は温かみのある雰囲気
となり、地元野菜の朝市や七谷の食材を使った料理、
「はにかむサウナ」なども充実しています。何より、雄大
な粟ヶ岳を間近に望みながら温泉に入れるロケーショ
ンは格別です。あまりに良かったので、私は翌日にも家
族を連れて再訪しました。
　普段なら訪れない場所へ出向き、仕事だけでは出会
えない人たちと交流できることも、ロータリー活動の大き
な魅力です。今回のIMは、さまざまな意味で新しい発
見のある有意義な機会となりました。

～懇親会～
明田川賢一 会長エレクト

IM後半の懇親会は加茂の書家 
下田彩水（しもださいすい）さんの
書道パフォーマンスに始まり、地元
加茂のお酒、地元加茂の料理屋さ

んによる加茂にこだわったお料理の親睦交流会となり
ました。そして最後の「手に手つないで」で締めくくり、
地元加茂をたっぷりと感じさせられるIMの懇親会でし
た。
　下田彩水さんは造形大学出身で、大学で培ったデ
ザインの感性と伝統的な書の技法を融合させ、筆文字
デザインから書道パフォーマンスまで多彩な表現活動
をされていて、さらに国際的なイベントにもいろいろと参
加されてきたスーパー書道家です。懇親会スタートはこ
の下田氏の書道パフォーマンスで、ロータリー4つのテ
ストで歌われる“真実”、“公平”、そしてロータリーを意味
する“輪”の3つの文字を書いていただきました。大きな
筆だけでなく、左手を墨で黒くしながら書き込む姿に、
皆が前の方に立ち寄って見入ってました。
　書道パフォーマンスに続き、懇親交流会がスタートし
ました。加茂の地酒 雪椿で乾杯をし、地元の料亭きふ
ねの折料理に舌鼓を打ちながらの交流会でした。会場

は座敷でしたが椅子テーブルが用意され、楽な姿勢
で、靴も脱いだ状態で交流会を楽しむことができまし
た。地元料亭の折料理は、加茂市の言葉にあやかり、
鴨肉のローストから〆の鴨南蛮そばまで鴨を多用し、
見た目も華やかに美味しくまとめられてました。最後は
料亭きふね手作りの和三盆を使ったプリンが付いてまし
た。1時間ちょっとの懇親会もあっという間に終わり、恒
例の「手に手つないで」で締めくくりとなりました。
　源泉をくみ出すポンプのトラブルや過去の赤字経営
など、あまりいいイメージの無かった加茂美人の湯でし
たが、150人余りの皆が靴を脱いで交流できる大きな畳
の会場があり、さらにその会場からは、壁いっぱいの窓
ガラスを通して夕日に照らされた雄大な粟ヶ岳を一望で
き、こんなに素晴らしい施設が加茂にあるのかと感心さ
せられました。書道パフォーマンス、加茂のお料理、お
酒、そして大きな座敷会場から見渡せる粟ヶ岳の姿と
加茂のすばらしさを再発見し、和やかな近隣クラブとの
交流の場となりました。

会 長
会長エレクト
副 会 長
幹 事
S 　 A 　 A
会 計
直 前 会 長
会長ノミニー

小 林 吾 郎
明田川賢一
渡 辺 良 一
野 水 靖 之
渋 谷 政 道
早 川 滝 徳
柳 取 崇 之
成 田 秀 雄

（クラブ奉仕A）

（クラブ奉仕B）

第２５６０地区ガバナー
／
／
／
／
／
／
／
／

／富山　洋

ロータリーで人生をより充実させよう

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
三条市旭町２－５－１０ 三条信用金庫本店内
例会場／TEL３４－３３１１
事務局／TEL３５－３４７７   FAX３２－７０９５

■本日の出席会員数：56名中39名
■前回の出席率：92.73％

【先週のメークアップ】
［9.3］三条RACへ
・小林吾郎さん、　高橋俊樹さん、
・五十嵐博宣さん
［9.5］新発田RC創立70周年記念式典へ
・関川　博さん
［9.6］国際奉仕フォーラム（長岡）へ
・高橋俊樹さん
［9.8］長岡RCへ
・田久保良さん
［9.9］地区大会記念ゴルフ大会（十日町）へ
・相場弘介さん、　小越憲泰さん、
・小林吾郎さん、　杉山幸英さん、
・野崎喜一郎さん、丸山行彦さん、
・渡辺良一さん
［9.12］第4分区IM（加茂）へ
・小林吾郎さん、　野水靖之さん、
・明田川賢一さん、五十嵐博宣さん、
・嘉瀬一洋さん、　斎藤弘文さん、
・佐野勝榮さん、　渋谷政道さん、
・白鳥　賢さん、　高橋俊樹さん、
・梨本次郎さん、　成田秀雄さん、
・早川滝徳さん、　船越良則さん、
・丸山行彦さん、　吉井直樹さん
［9.15］三条北RCへ
・中村和彦さん、　関川　博さん、
・丸山行彦さん、　柳取崇之さん、
・西山徳芳さん
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すけど…
嘉瀬一洋さん
　三条別院で開催されましたパレスチナ学習会に参加
してきました。世界平和を推進して友情を育む、ロータ
リーの理念は素晴らしいと思いました。
野崎喜一郎さん
　12日（土）の会頭杯ゴルフ大会では、小越さん、中村さ
ん大変お世話になりました。
　青空の下、最高のゴルフ日和でした。
渡辺良一さん
　花嫁の父、終えてきました。やっとひと息です。ＩＭ報
告よろしくお願いします。
中林順一さん
　涼しくなりました。こないだまでの暑さはどこへ行った
のかな。
五十嵐晋三さん
　久しぶりの出席です。会長、ＩＭ報告ご苦労様です。
荻根澤隆雄さん
　先週のＩＭに出席出来ずに誠に申し訳ありませんでし
た。

船越良則さん、 小出子恵出さん、 高橋　司さん、
成田秀雄さん、 松永一義さん、 丸山行彦さん、
石倉政雄さん、 岩橋美穂さん、 落合孝夫さん、
安達俊明さん、 歸山　肇さん、 杉山幸英さん、
白鳥　賢さん、 山田富義さん、 小越憲泰さん、
早川滝徳さん、 白倉徳幸さん、 小林卓哉さん

　本日のIM報告よろしくお願いいたします。
　お話し楽しみにしております。
 　
　　　　　　　   9月16日分　 ￥32,000
　　　　　　　     今年度累計　   ￥363,000

「IM報告」

小林吾郎 会長

9月12日土曜日に開催されました
第4分区インターシティーミーティン
グ、通称IMについてご報告させて
いただきます。
　当日は3日前の地区ゴルフ大会

があの大雨だったのが嘘のような、本当に素晴らしい
秋晴れでした。参加人数については、三条クラブからは
当初18名の予定でしたが、急遽来られなくなった方が
数名いらっしゃいまして、15名での参加となりました。当
日参加された皆さん、お疲れさまでした。
　今回の主催は加茂RCさんでした。会場は加茂七谷
温泉「美人の湯」での開催となりました。
　藤田加茂市長もご参加いただいていましたが、市長
ご自身も「美人の湯に100人規模の催しができる場所
があったかな？」とおっしゃっていました。実際は2階の
広間を3つともぶち抜いて、畳の上に机と椅子を並べて
の開催でして、靴を脱いでの参加というなかなかユ
ニークなスタイルでした。当日、美人の湯のホームページ
では「設備メンテナンスのため休館」というアナウンスが
されていたそうで、一般のお客さんはご存じなかったと
思いますが、その会場を貸し切ってのIMでした。
　ガバナー補佐の長澤さんからは、現在始まったばか
りの事前訪問の状況についてのお話と、ガバナー公式
訪問に関するエピソードをいただきました。当初ガバ
ナーは飲酒をせずに自分で運転して帰る予定だったと
ころ、ドライバーを同行させることになったので飲酒でき
るようになった、というお話で、会場が和みました（笑）。
　ひとつ、私が特に印象に残ったお話があります。長澤
ガバナー補佐から「インターシティーミーティングは開催
しなくてもよい、任意の会合で、それでも折角ですから

会長挨拶
　　　　　　　　　小林吾郎 会長
　皆さん、こんにちは。9月2回目の例会です。
　まず先週の地区ゴルフ大会のご報告で
す。当日はなかなかの大雨でして、小越さん、
丸山さん、杉山さん、野崎さんの組は前半で
終了、早々に引き揚げていかれました。お気
持ち、よく分かります（笑）。

　私たちは渡辺良一さん、相場さんと3人の組でしたが、後半か
ら三条北RCの渕岡さんが合流してくださいました。一緒に回って
いたメンバーが帰るということで私たちの組に加わっていただき、
図らずもクラブを越えた交流ゴルフになりました。後半の最初の3
ホールほどはひどい雨でしたが、その後は雨も上がって、真夏にし
てはずいぶん涼しい中でラウンドできました。前半で帰られた4名
の皆さんも含めて、当日参加された皆さん、本当にお疲れさまでし
た。
　続いて、先々週の例会の翌日、ローターアクトの例会に初めて
参加してきました。実は私、これまでずっと「アクト不要論者」だっ
たんです。でも、ちゃんと理解もせず、分かろうともせずに不要だと
言い続けるのも違うなと思いまして、まず参加してみることにしまし
た。
　当日は川越さんと4名のメンバーが集まっていました。正直、人
数は少ない。でも、その数名が一生懸命に参加して、1分間スピー
チなどに取り組んでいる姿を見ていると、これはこれでいいのかな
と感じる部分もありました。まだ考え方は変わりませんが、これから

の9か月間、何回か参加を重ねながら、自分なりのロー
ターアクト観を持っていけたらと思っています。
　最後に70周年記念事業のご報告です。先日、吉井実
行委員長と柳取副実行委員長、荻根澤社会奉仕委員
長が三条市立大学のシャハリアル学長のもとを訪問し、
記念植樹についての話し合いを行いました。しだれ桜を
1本、食堂からよく見えるところに植えることが決まりまし
た。11月頃になると思いますが植樹当日は贈呈式も予定
されています。日程が決まりましたら改めてご案内します
ので、ぜひ皆さんにもご参加いただければと思います。
　本日もどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告
　　　　　　野水靖之 幹事

◎富山ガバナー事務所より
　 「地区大会記念ゴルフ大会ご参加の御礼」
◎地区事務所より 
　「2027年バルセロナ国際大会参加登録のご案内」

会　期　　2027年6月26日（土）～30日（水）
　　登録料　 9/17～21（5日間限定）595ドル、
　　　　　　　9/22～3/31…795ドル、
　　　　　　　4/1～6/30…895ドル
◎三条ローターアクトクラブより 
　「9月第二例会のご案内」

日 時　　9月17日（木）　19：30～
　　会　場　 まちやま２階・はなしょうぶ
◎富山ガバナー事務所より 
　「第4分区ガバナー補佐職務についてのヒアリングのお願い」

日 時　　10月2日（金）　17：30～19：00
　　会　場　 三条ロイヤルホテル
◎富山ガバナー事務所より 
　「財団・米山感謝の集い午餐会のご案内」

日 時　　10月24日（土）　12：00～14：30
　　会　場　 ホテルイタリア軒
◎三条北RCより 
　「市内４RC合同クラブラーニング委員会のご案内」

日 時　　10月31日（土）　16：00～
　　会　場　 越前屋ホテル

開催することにしました」という趣旨の発言がありまし
た。実はバスで向かう道中、吉井さんからも同様のこと
を聞いていたので、改めて驚きはしませんでしたが、国
際ロータリーも時代に合わせて変わろうとしているんだ
なということを実感しました。
　一方で、そういった方針の変化を地域の地区や各
ロータリークラブに浸透させていくのは、なかなか大変
なことだとも感じました。ひょっとすると近い将来、どこか
のガバナー補佐排出クラブが「国際ロータリーの方針
に従い、今年度はIMを開催しない」という判断をする、
なんてことも出てくるのかもしれないな、と考えさせられ
ました。ロータリーという組織が、形を変えながら進化し
ようとしていることを感じた場面でした。
　さて、今回のIMのメインテーマは『県央地域の「高
等教育機関」を使い倒す！』というものでした。三条市立
大学、新潟大学、加茂経営大学の学生さんたちにお越
しいただき、それぞれが実際に取り組んでいる地域課
題の解決活動についてのフォーラムが行われました。新
潟大学の学生さんによる基調講演に続いて、3大学の
学生さんたちによるパネルディスカッションという構成で
した。
　若い学生たちが地域の課題に真剣に向き合ってい
る姿は、私自身大変刺激を受けました。この内容につい
ては、引き続き梨本さんからより詳しくお話いただきま
す。
　以上が私からのIM報告となります。ありがとうござい
ました。

梨本次郎 会員増強委員長

9月12日、加茂七谷温泉「美人の
湯」で開催された国際ロータリー第
2560地区第4分区インターシティー
ミーティングに参加しました。今回の
フォーラムのテーマは『県央地域の
「高等教育機関」を使い倒す！～若

者の熱量と企業の経験が交差する加茂・県央の未来
～』でした。

　まず、このテーマがなぜ今注目されているのか、その
背景について少し整理したいと思います。
　学生と地域企業が連携する取り組みは、この10年ほ
ど、新しい大学教育のあり方として注目されてきました。
その背景にあるのは、よく言われる「正解のない時代」
という考え方です。
　私たちが若い頃は、良い学校に入り、良い会社に入
れば、ある程度その先の道筋が見えました。しかし今
は、5年先、10年先に自分たちの業界がどうなっている
かも分からない時代です。そうした中で、自ら考え、未来
を構想していく力は、大学の教室で講義を聞いている
だけでは、なかなか身につきません。
　そこで大学では、学生を実際の地域や企業の現場
に出し、現実の社会の中で活動しながら学んでもらう取
り組みが広がっています。ただし、学生が外に出て学ぶ
ためには、必ずそれを受け入れる地域や企業が必要に
なります。
　そして、この取り組みは学生にとっての学びだけでは
ありません。受け入れる企業や地域にとっても、学生と
の交流から生まれる新しい発想や気づき、いわば化学
反応によって、「正解のない時代」を切り拓いていくため
の意義ある取り組みなのだろうと思います。今回の
フォーラムでは、まさにそうした学生・地域・企業のより良
い関係づくりについて考えました。
　事例として紹介されたのが、新潟大学Kホームの活
動です。学部・学年を超えた約35名の学生が、月に一
度ほど加茂を訪れ、まち歩き、小学校での工作企画、地
域のお祭りへの参加など、さまざまな活動を続けていま
す。特に感心したのは、活動のたびに必ず振り返りを行
い、改善点を次につなげていること、そして一度きりでは
なく、同じ地域に通い続けていることでした。
　パネルディスカッションで最も印象に残ったのは、K
ホームの学生の「就職活動のためだと思ってやってい
たら続きません。加茂が好きだからです」という言葉で
す。3年間で約30回も加茂に通い続けているそうです。
地域づくりは、制度や損得から始まるのではなく、まずそ
の地域を好きになることから始まるのだと感じました。
　また、三条市立大学の学生からは、企業の現場には

大学では学べない、その会社独自の工夫や知恵があ
る一方で、学生が関わることで企業側にも新しい発想
が生まれるという話がありました。
　受け入れ企業である堀内組の堀内社長の話も印象
的でした。学生をお客さん扱いせず、社内ではなかな
か手を付けられない「答えのない課題」に一緒に取り
組んでもらっているそうです。そして経営者に向けて、
「学生が来ないと嘆くのではなく、いないなら会いに行
こう」と話されました。
　フォーラムの最後に樋口先生が、「まず出会い、会話
し、信頼し合うところから新しいものが生まれる。出会い
に出向いてほしい」とまとめられました。
　会場となった「美人の湯」も大変素晴らしい施設に
生まれ変わっていました。館内は温かみのある雰囲気
となり、地元野菜の朝市や七谷の食材を使った料理、
「はにかむサウナ」なども充実しています。何より、雄大
な粟ヶ岳を間近に望みながら温泉に入れるロケーショ
ンは格別です。あまりに良かったので、私は翌日にも家
族を連れて再訪しました。
　普段なら訪れない場所へ出向き、仕事だけでは出会
えない人たちと交流できることも、ロータリー活動の大き
な魅力です。今回のIMは、さまざまな意味で新しい発
見のある有意義な機会となりました。

～懇親会～
明田川賢一 会長エレクト

IM後半の懇親会は加茂の書家 
下田彩水（しもださいすい）さんの
書道パフォーマンスに始まり、地元
加茂のお酒、地元加茂の料理屋さ

んによる加茂にこだわったお料理の親睦交流会となり
ました。そして最後の「手に手つないで」で締めくくり、
地元加茂をたっぷりと感じさせられるIMの懇親会でし
た。
　下田彩水さんは造形大学出身で、大学で培ったデ
ザインの感性と伝統的な書の技法を融合させ、筆文字
デザインから書道パフォーマンスまで多彩な表現活動
をされていて、さらに国際的なイベントにもいろいろと参
加されてきたスーパー書道家です。懇親会スタートはこ
の下田氏の書道パフォーマンスで、ロータリー4つのテ
ストで歌われる“真実”、“公平”、そしてロータリーを意味
する“輪”の3つの文字を書いていただきました。大きな
筆だけでなく、左手を墨で黒くしながら書き込む姿に、
皆が前の方に立ち寄って見入ってました。
　書道パフォーマンスに続き、懇親交流会がスタートし
ました。加茂の地酒 雪椿で乾杯をし、地元の料亭きふ
ねの折料理に舌鼓を打ちながらの交流会でした。会場

は座敷でしたが椅子テーブルが用意され、楽な姿勢
で、靴も脱いだ状態で交流会を楽しむことができまし
た。地元料亭の折料理は、加茂市の言葉にあやかり、
鴨肉のローストから〆の鴨南蛮そばまで鴨を多用し、
見た目も華やかに美味しくまとめられてました。最後は
料亭きふね手作りの和三盆を使ったプリンが付いてまし
た。1時間ちょっとの懇親会もあっという間に終わり、恒
例の「手に手つないで」で締めくくりとなりました。
　源泉をくみ出すポンプのトラブルや過去の赤字経営
など、あまりいいイメージの無かった加茂美人の湯でし
たが、150人余りの皆が靴を脱いで交流できる大きな畳
の会場があり、さらにその会場からは、壁いっぱいの窓
ガラスを通して夕日に照らされた雄大な粟ヶ岳を一望で
き、こんなに素晴らしい施設が加茂にあるのかと感心さ
せられました。書道パフォーマンス、加茂のお料理、お
酒、そして大きな座敷会場から見渡せる粟ヶ岳の姿と
加茂のすばらしさを再発見し、和やかな近隣クラブとの
交流の場となりました。
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◎ロータリー囲碁同好会より 
　「第24回ロータリー全国囲碁大会のご案内」

日 時　　11月21日（土）　10：00～
　　会　場　 日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎来週23日は祝日につき休会です。
再来週30日は、公式訪問事前訪問・クラブ協議会です。

　　

ニコニコBOX
小林吾郎 会長
　涼しくなりました。今年は涼しいですね。
野水靖之さん
　先週の地区大会記念ゴルフ大会とIMにご参加いた
だいた皆様、ありがとうございました。
梨本次郎さん
　先日のIMの翌日に、妻と美人の湯に行って来ました。
　とても良い施設になっていて、妻も喜んでいました。
吉井直樹さん
　IMの出席、お疲れ様でした。本日の報告よろしくお願
いします。
斎藤弘文さん
　加茂市美人の湯で開催されたIMに参加しました。大
変勉強になりました。
渋谷政道さん
　今週19日（土）、20日（日）に三条凧（いか）合戦秋の
新人戦が三条ミズベリングで開催されます。
　秋の凧（いか）合戦もいいもんですよ！天気が心配で
すけど…
嘉瀬一洋さん
　三条別院で開催されましたパレスチナ学習会に参加
してきました。世界平和を推進して友情を育む、ロータ
リーの理念は素晴らしいと思いました。
野崎喜一郎さん
　12日（土）の会頭杯ゴルフ大会では、小越さん、中村さ
ん大変お世話になりました。
　青空の下、最高のゴルフ日和でした。
渡辺良一さん
　花嫁の父、終えてきました。やっとひと息です。ＩＭ報
告よろしくお願いします。
中林順一さん
　涼しくなりました。こないだまでの暑さはどこへ行った
のかな。
五十嵐晋三さん
　久しぶりの出席です。会長、ＩＭ報告ご苦労様です。
荻根澤隆雄さん
　先週のＩＭに出席出来ずに誠に申し訳ありませんでし
た。

船越良則さん、 小出子恵出さん、 高橋　司さん、
成田秀雄さん、 松永一義さん、 丸山行彦さん、
石倉政雄さん、 岩橋美穂さん、 落合孝夫さん、
安達俊明さん、 歸山　肇さん、 杉山幸英さん、
白鳥　賢さん、 山田富義さん、 小越憲泰さん、
早川滝徳さん、 白倉徳幸さん、 小林卓哉さん

　本日のIM報告よろしくお願いいたします。
　お話し楽しみにしております。
 　
　　　　　　　   9月16日分　 ￥32,000
　　　　　　　     今年度累計　   ￥363,000

「IM報告」

小林吾郎 会長

9月12日土曜日に開催されました
第4分区インターシティーミーティン
グ、通称IMについてご報告させて
いただきます。
　当日は3日前の地区ゴルフ大会

があの大雨だったのが嘘のような、本当に素晴らしい
秋晴れでした。参加人数については、三条クラブからは
当初18名の予定でしたが、急遽来られなくなった方が
数名いらっしゃいまして、15名での参加となりました。当
日参加された皆さん、お疲れさまでした。
　今回の主催は加茂RCさんでした。会場は加茂七谷
温泉「美人の湯」での開催となりました。
　藤田加茂市長もご参加いただいていましたが、市長
ご自身も「美人の湯に100人規模の催しができる場所
があったかな？」とおっしゃっていました。実際は2階の
広間を3つともぶち抜いて、畳の上に机と椅子を並べて
の開催でして、靴を脱いでの参加というなかなかユ
ニークなスタイルでした。当日、美人の湯のホームページ
では「設備メンテナンスのため休館」というアナウンスが
されていたそうで、一般のお客さんはご存じなかったと
思いますが、その会場を貸し切ってのIMでした。
　ガバナー補佐の長澤さんからは、現在始まったばか
りの事前訪問の状況についてのお話と、ガバナー公式
訪問に関するエピソードをいただきました。当初ガバ
ナーは飲酒をせずに自分で運転して帰る予定だったと
ころ、ドライバーを同行させることになったので飲酒でき
るようになった、というお話で、会場が和みました（笑）。
　ひとつ、私が特に印象に残ったお話があります。長澤
ガバナー補佐から「インターシティーミーティングは開催
しなくてもよい、任意の会合で、それでも折角ですから

会長挨拶
　　　　　　　　　小林吾郎 会長
　皆さん、こんにちは。9月2回目の例会です。
　まず先週の地区ゴルフ大会のご報告で
す。当日はなかなかの大雨でして、小越さん、
丸山さん、杉山さん、野崎さんの組は前半で
終了、早々に引き揚げていかれました。お気
持ち、よく分かります（笑）。

　私たちは渡辺良一さん、相場さんと3人の組でしたが、後半か
ら三条北RCの渕岡さんが合流してくださいました。一緒に回って
いたメンバーが帰るということで私たちの組に加わっていただき、
図らずもクラブを越えた交流ゴルフになりました。後半の最初の3
ホールほどはひどい雨でしたが、その後は雨も上がって、真夏にし
てはずいぶん涼しい中でラウンドできました。前半で帰られた4名
の皆さんも含めて、当日参加された皆さん、本当にお疲れさまでし
た。
　続いて、先々週の例会の翌日、ローターアクトの例会に初めて
参加してきました。実は私、これまでずっと「アクト不要論者」だっ
たんです。でも、ちゃんと理解もせず、分かろうともせずに不要だと
言い続けるのも違うなと思いまして、まず参加してみることにしまし
た。
　当日は川越さんと4名のメンバーが集まっていました。正直、人
数は少ない。でも、その数名が一生懸命に参加して、1分間スピー
チなどに取り組んでいる姿を見ていると、これはこれでいいのかな
と感じる部分もありました。まだ考え方は変わりませんが、これから

の9か月間、何回か参加を重ねながら、自分なりのロー
ターアクト観を持っていけたらと思っています。
　最後に70周年記念事業のご報告です。先日、吉井実
行委員長と柳取副実行委員長、荻根澤社会奉仕委員
長が三条市立大学のシャハリアル学長のもとを訪問し、
記念植樹についての話し合いを行いました。しだれ桜を
1本、食堂からよく見えるところに植えることが決まりまし
た。11月頃になると思いますが植樹当日は贈呈式も予定
されています。日程が決まりましたら改めてご案内します
ので、ぜひ皆さんにもご参加いただければと思います。
　本日もどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告
　　　　　　野水靖之 幹事

◎富山ガバナー事務所より
　 「地区大会記念ゴルフ大会ご参加の御礼」
◎地区事務所より 
　「2027年バルセロナ国際大会参加登録のご案内」

会　期　　2027年6月26日（土）～30日（水）
　　登録料　 9/17～21（5日間限定）595ドル、
　　　　　　　9/22～3/31…795ドル、
　　　　　　　4/1～6/30…895ドル
◎三条ローターアクトクラブより 
　「9月第二例会のご案内」

日 時　　9月17日（木）　19：30～
　　会　場　 まちやま２階・はなしょうぶ
◎富山ガバナー事務所より 
　「第4分区ガバナー補佐職務についてのヒアリングのお願い」

日 時　　10月2日（金）　17：30～19：00
　　会　場　 三条ロイヤルホテル
◎富山ガバナー事務所より 
　「財団・米山感謝の集い午餐会のご案内」

日 時　　10月24日（土）　12：00～14：30
　　会　場　 ホテルイタリア軒
◎三条北RCより 
　「市内４RC合同クラブラーニング委員会のご案内」

日 時　　10月31日（土）　16：00～
　　会　場　 越前屋ホテル

開催することにしました」という趣旨の発言がありまし
た。実はバスで向かう道中、吉井さんからも同様のこと
を聞いていたので、改めて驚きはしませんでしたが、国
際ロータリーも時代に合わせて変わろうとしているんだ
なということを実感しました。
　一方で、そういった方針の変化を地域の地区や各
ロータリークラブに浸透させていくのは、なかなか大変
なことだとも感じました。ひょっとすると近い将来、どこか
のガバナー補佐排出クラブが「国際ロータリーの方針
に従い、今年度はIMを開催しない」という判断をする、
なんてことも出てくるのかもしれないな、と考えさせられ
ました。ロータリーという組織が、形を変えながら進化し
ようとしていることを感じた場面でした。
　さて、今回のIMのメインテーマは『県央地域の「高
等教育機関」を使い倒す！』というものでした。三条市立
大学、新潟大学、加茂経営大学の学生さんたちにお越
しいただき、それぞれが実際に取り組んでいる地域課
題の解決活動についてのフォーラムが行われました。新
潟大学の学生さんによる基調講演に続いて、3大学の
学生さんたちによるパネルディスカッションという構成で
した。
　若い学生たちが地域の課題に真剣に向き合ってい
る姿は、私自身大変刺激を受けました。この内容につい
ては、引き続き梨本さんからより詳しくお話いただきま
す。
　以上が私からのIM報告となります。ありがとうござい
ました。

梨本次郎 会員増強委員長

9月12日、加茂七谷温泉「美人の
湯」で開催された国際ロータリー第
2560地区第4分区インターシティー
ミーティングに参加しました。今回の
フォーラムのテーマは『県央地域の
「高等教育機関」を使い倒す！～若

者の熱量と企業の経験が交差する加茂・県央の未来
～』でした。

　まず、このテーマがなぜ今注目されているのか、その
背景について少し整理したいと思います。
　学生と地域企業が連携する取り組みは、この10年ほ
ど、新しい大学教育のあり方として注目されてきました。
その背景にあるのは、よく言われる「正解のない時代」
という考え方です。
　私たちが若い頃は、良い学校に入り、良い会社に入
れば、ある程度その先の道筋が見えました。しかし今
は、5年先、10年先に自分たちの業界がどうなっている
かも分からない時代です。そうした中で、自ら考え、未来
を構想していく力は、大学の教室で講義を聞いている
だけでは、なかなか身につきません。
　そこで大学では、学生を実際の地域や企業の現場
に出し、現実の社会の中で活動しながら学んでもらう取
り組みが広がっています。ただし、学生が外に出て学ぶ
ためには、必ずそれを受け入れる地域や企業が必要に
なります。
　そして、この取り組みは学生にとっての学びだけでは
ありません。受け入れる企業や地域にとっても、学生と
の交流から生まれる新しい発想や気づき、いわば化学
反応によって、「正解のない時代」を切り拓いていくため
の意義ある取り組みなのだろうと思います。今回の
フォーラムでは、まさにそうした学生・地域・企業のより良
い関係づくりについて考えました。
　事例として紹介されたのが、新潟大学Kホームの活
動です。学部・学年を超えた約35名の学生が、月に一
度ほど加茂を訪れ、まち歩き、小学校での工作企画、地
域のお祭りへの参加など、さまざまな活動を続けていま
す。特に感心したのは、活動のたびに必ず振り返りを行
い、改善点を次につなげていること、そして一度きりでは
なく、同じ地域に通い続けていることでした。
　パネルディスカッションで最も印象に残ったのは、K
ホームの学生の「就職活動のためだと思ってやってい
たら続きません。加茂が好きだからです」という言葉で
す。3年間で約30回も加茂に通い続けているそうです。
地域づくりは、制度や損得から始まるのではなく、まずそ
の地域を好きになることから始まるのだと感じました。
　また、三条市立大学の学生からは、企業の現場には

大学では学べない、その会社独自の工夫や知恵があ
る一方で、学生が関わることで企業側にも新しい発想
が生まれるという話がありました。
　受け入れ企業である堀内組の堀内社長の話も印象
的でした。学生をお客さん扱いせず、社内ではなかな
か手を付けられない「答えのない課題」に一緒に取り
組んでもらっているそうです。そして経営者に向けて、
「学生が来ないと嘆くのではなく、いないなら会いに行
こう」と話されました。
　フォーラムの最後に樋口先生が、「まず出会い、会話
し、信頼し合うところから新しいものが生まれる。出会い
に出向いてほしい」とまとめられました。
　会場となった「美人の湯」も大変素晴らしい施設に
生まれ変わっていました。館内は温かみのある雰囲気
となり、地元野菜の朝市や七谷の食材を使った料理、
「はにかむサウナ」なども充実しています。何より、雄大
な粟ヶ岳を間近に望みながら温泉に入れるロケーショ
ンは格別です。あまりに良かったので、私は翌日にも家
族を連れて再訪しました。
　普段なら訪れない場所へ出向き、仕事だけでは出会
えない人たちと交流できることも、ロータリー活動の大き
な魅力です。今回のIMは、さまざまな意味で新しい発
見のある有意義な機会となりました。

～懇親会～
明田川賢一 会長エレクト

IM後半の懇親会は加茂の書家 
下田彩水（しもださいすい）さんの
書道パフォーマンスに始まり、地元
加茂のお酒、地元加茂の料理屋さ

んによる加茂にこだわったお料理の親睦交流会となり
ました。そして最後の「手に手つないで」で締めくくり、
地元加茂をたっぷりと感じさせられるIMの懇親会でし
た。
　下田彩水さんは造形大学出身で、大学で培ったデ
ザインの感性と伝統的な書の技法を融合させ、筆文字
デザインから書道パフォーマンスまで多彩な表現活動
をされていて、さらに国際的なイベントにもいろいろと参
加されてきたスーパー書道家です。懇親会スタートはこ
の下田氏の書道パフォーマンスで、ロータリー4つのテ
ストで歌われる“真実”、“公平”、そしてロータリーを意味
する“輪”の3つの文字を書いていただきました。大きな
筆だけでなく、左手を墨で黒くしながら書き込む姿に、
皆が前の方に立ち寄って見入ってました。
　書道パフォーマンスに続き、懇親交流会がスタートし
ました。加茂の地酒 雪椿で乾杯をし、地元の料亭きふ
ねの折料理に舌鼓を打ちながらの交流会でした。会場

は座敷でしたが椅子テーブルが用意され、楽な姿勢
で、靴も脱いだ状態で交流会を楽しむことができまし
た。地元料亭の折料理は、加茂市の言葉にあやかり、
鴨肉のローストから〆の鴨南蛮そばまで鴨を多用し、
見た目も華やかに美味しくまとめられてました。最後は
料亭きふね手作りの和三盆を使ったプリンが付いてまし
た。1時間ちょっとの懇親会もあっという間に終わり、恒
例の「手に手つないで」で締めくくりとなりました。
　源泉をくみ出すポンプのトラブルや過去の赤字経営
など、あまりいいイメージの無かった加茂美人の湯でし
たが、150人余りの皆が靴を脱いで交流できる大きな畳
の会場があり、さらにその会場からは、壁いっぱいの窓
ガラスを通して夕日に照らされた雄大な粟ヶ岳を一望で
き、こんなに素晴らしい施設が加茂にあるのかと感心さ
せられました。書道パフォーマンス、加茂のお料理、お
酒、そして大きな座敷会場から見渡せる粟ヶ岳の姿と
加茂のすばらしさを再発見し、和やかな近隣クラブとの
交流の場となりました。
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◎ロータリー囲碁同好会より 
　「第24回ロータリー全国囲碁大会のご案内」

日 時　　11月21日（土）　10：00～
　　会　場　 日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎来週23日は祝日につき休会です。
再来週30日は、公式訪問事前訪問・クラブ協議会です。

　　

ニコニコBOX
小林吾郎 会長
　涼しくなりました。今年は涼しいですね。
野水靖之さん
　先週の地区大会記念ゴルフ大会とIMにご参加いた
だいた皆様、ありがとうございました。
梨本次郎さん
　先日のIMの翌日に、妻と美人の湯に行って来ました。
　とても良い施設になっていて、妻も喜んでいました。
吉井直樹さん
　IMの出席、お疲れ様でした。本日の報告よろしくお願
いします。
斎藤弘文さん
　加茂市美人の湯で開催されたIMに参加しました。大
変勉強になりました。
渋谷政道さん
　今週19日（土）、20日（日）に三条凧（いか）合戦秋の
新人戦が三条ミズベリングで開催されます。
　秋の凧（いか）合戦もいいもんですよ！天気が心配で
すけど…
嘉瀬一洋さん
　三条別院で開催されましたパレスチナ学習会に参加
してきました。世界平和を推進して友情を育む、ロータ
リーの理念は素晴らしいと思いました。
野崎喜一郎さん
　12日（土）の会頭杯ゴルフ大会では、小越さん、中村さ
ん大変お世話になりました。
　青空の下、最高のゴルフ日和でした。
渡辺良一さん
　花嫁の父、終えてきました。やっとひと息です。ＩＭ報
告よろしくお願いします。
中林順一さん
　涼しくなりました。こないだまでの暑さはどこへ行った
のかな。
五十嵐晋三さん
　久しぶりの出席です。会長、ＩＭ報告ご苦労様です。
荻根澤隆雄さん
　先週のＩＭに出席出来ずに誠に申し訳ありませんでし
た。

船越良則さん、 小出子恵出さん、 高橋　司さん、
成田秀雄さん、 松永一義さん、 丸山行彦さん、
石倉政雄さん、 岩橋美穂さん、 落合孝夫さん、
安達俊明さん、 歸山　肇さん、 杉山幸英さん、
白鳥　賢さん、 山田富義さん、 小越憲泰さん、
早川滝徳さん、 白倉徳幸さん、 小林卓哉さん

　本日のIM報告よろしくお願いいたします。
　お話し楽しみにしております。
 　
　　　　　　　   9月16日分　 ￥32,000
　　　　　　　     今年度累計　   ￥363,000

「IM報告」

小林吾郎 会長

9月12日土曜日に開催されました
第4分区インターシティーミーティン
グ、通称IMについてご報告させて
いただきます。
　当日は3日前の地区ゴルフ大会

があの大雨だったのが嘘のような、本当に素晴らしい
秋晴れでした。参加人数については、三条クラブからは
当初18名の予定でしたが、急遽来られなくなった方が
数名いらっしゃいまして、15名での参加となりました。当
日参加された皆さん、お疲れさまでした。
　今回の主催は加茂RCさんでした。会場は加茂七谷
温泉「美人の湯」での開催となりました。
　藤田加茂市長もご参加いただいていましたが、市長
ご自身も「美人の湯に100人規模の催しができる場所
があったかな？」とおっしゃっていました。実際は2階の
広間を3つともぶち抜いて、畳の上に机と椅子を並べて
の開催でして、靴を脱いでの参加というなかなかユ
ニークなスタイルでした。当日、美人の湯のホームページ
では「設備メンテナンスのため休館」というアナウンスが
されていたそうで、一般のお客さんはご存じなかったと
思いますが、その会場を貸し切ってのIMでした。
　ガバナー補佐の長澤さんからは、現在始まったばか
りの事前訪問の状況についてのお話と、ガバナー公式
訪問に関するエピソードをいただきました。当初ガバ
ナーは飲酒をせずに自分で運転して帰る予定だったと
ころ、ドライバーを同行させることになったので飲酒でき
るようになった、というお話で、会場が和みました（笑）。
　ひとつ、私が特に印象に残ったお話があります。長澤
ガバナー補佐から「インターシティーミーティングは開催
しなくてもよい、任意の会合で、それでも折角ですから

会長挨拶
　　　　　　　　　小林吾郎 会長
　皆さん、こんにちは。9月2回目の例会です。
　まず先週の地区ゴルフ大会のご報告で
す。当日はなかなかの大雨でして、小越さん、
丸山さん、杉山さん、野崎さんの組は前半で
終了、早々に引き揚げていかれました。お気
持ち、よく分かります（笑）。

　私たちは渡辺良一さん、相場さんと3人の組でしたが、後半か
ら三条北RCの渕岡さんが合流してくださいました。一緒に回って
いたメンバーが帰るということで私たちの組に加わっていただき、
図らずもクラブを越えた交流ゴルフになりました。後半の最初の3
ホールほどはひどい雨でしたが、その後は雨も上がって、真夏にし
てはずいぶん涼しい中でラウンドできました。前半で帰られた4名
の皆さんも含めて、当日参加された皆さん、本当にお疲れさまでし
た。
　続いて、先々週の例会の翌日、ローターアクトの例会に初めて
参加してきました。実は私、これまでずっと「アクト不要論者」だっ
たんです。でも、ちゃんと理解もせず、分かろうともせずに不要だと
言い続けるのも違うなと思いまして、まず参加してみることにしまし
た。
　当日は川越さんと4名のメンバーが集まっていました。正直、人
数は少ない。でも、その数名が一生懸命に参加して、1分間スピー
チなどに取り組んでいる姿を見ていると、これはこれでいいのかな
と感じる部分もありました。まだ考え方は変わりませんが、これから

の9か月間、何回か参加を重ねながら、自分なりのロー
ターアクト観を持っていけたらと思っています。
　最後に70周年記念事業のご報告です。先日、吉井実
行委員長と柳取副実行委員長、荻根澤社会奉仕委員
長が三条市立大学のシャハリアル学長のもとを訪問し、
記念植樹についての話し合いを行いました。しだれ桜を
1本、食堂からよく見えるところに植えることが決まりまし
た。11月頃になると思いますが植樹当日は贈呈式も予定
されています。日程が決まりましたら改めてご案内します
ので、ぜひ皆さんにもご参加いただければと思います。
　本日もどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告
　　　　　　野水靖之 幹事

◎富山ガバナー事務所より
　 「地区大会記念ゴルフ大会ご参加の御礼」
◎地区事務所より 
　「2027年バルセロナ国際大会参加登録のご案内」

会　期　　2027年6月26日（土）～30日（水）
　　登録料　 9/17～21（5日間限定）595ドル、
　　　　　　　9/22～3/31…795ドル、
　　　　　　　4/1～6/30…895ドル
◎三条ローターアクトクラブより 
　「9月第二例会のご案内」

日 時　　9月17日（木）　19：30～
　　会　場　 まちやま２階・はなしょうぶ
◎富山ガバナー事務所より 
　「第4分区ガバナー補佐職務についてのヒアリングのお願い」

日 時　　10月2日（金）　17：30～19：00
　　会　場　 三条ロイヤルホテル
◎富山ガバナー事務所より 
　「財団・米山感謝の集い午餐会のご案内」

日 時　　10月24日（土）　12：00～14：30
　　会　場　 ホテルイタリア軒
◎三条北RCより 
　「市内４RC合同クラブラーニング委員会のご案内」

日 時　　10月31日（土）　16：00～
　　会　場　 越前屋ホテル

開催することにしました」という趣旨の発言がありまし
た。実はバスで向かう道中、吉井さんからも同様のこと
を聞いていたので、改めて驚きはしませんでしたが、国
際ロータリーも時代に合わせて変わろうとしているんだ
なということを実感しました。
　一方で、そういった方針の変化を地域の地区や各
ロータリークラブに浸透させていくのは、なかなか大変
なことだとも感じました。ひょっとすると近い将来、どこか
のガバナー補佐排出クラブが「国際ロータリーの方針
に従い、今年度はIMを開催しない」という判断をする、
なんてことも出てくるのかもしれないな、と考えさせられ
ました。ロータリーという組織が、形を変えながら進化し
ようとしていることを感じた場面でした。
　さて、今回のIMのメインテーマは『県央地域の「高
等教育機関」を使い倒す！』というものでした。三条市立
大学、新潟大学、加茂経営大学の学生さんたちにお越
しいただき、それぞれが実際に取り組んでいる地域課
題の解決活動についてのフォーラムが行われました。新
潟大学の学生さんによる基調講演に続いて、3大学の
学生さんたちによるパネルディスカッションという構成で
した。
　若い学生たちが地域の課題に真剣に向き合ってい
る姿は、私自身大変刺激を受けました。この内容につい
ては、引き続き梨本さんからより詳しくお話いただきま
す。
　以上が私からのIM報告となります。ありがとうござい
ました。

梨本次郎 会員増強委員長

9月12日、加茂七谷温泉「美人の
湯」で開催された国際ロータリー第
2560地区第4分区インターシティー
ミーティングに参加しました。今回の
フォーラムのテーマは『県央地域の
「高等教育機関」を使い倒す！～若

者の熱量と企業の経験が交差する加茂・県央の未来
～』でした。

　まず、このテーマがなぜ今注目されているのか、その
背景について少し整理したいと思います。
　学生と地域企業が連携する取り組みは、この10年ほ
ど、新しい大学教育のあり方として注目されてきました。
その背景にあるのは、よく言われる「正解のない時代」
という考え方です。
　私たちが若い頃は、良い学校に入り、良い会社に入
れば、ある程度その先の道筋が見えました。しかし今
は、5年先、10年先に自分たちの業界がどうなっている
かも分からない時代です。そうした中で、自ら考え、未来
を構想していく力は、大学の教室で講義を聞いている
だけでは、なかなか身につきません。
　そこで大学では、学生を実際の地域や企業の現場
に出し、現実の社会の中で活動しながら学んでもらう取
り組みが広がっています。ただし、学生が外に出て学ぶ
ためには、必ずそれを受け入れる地域や企業が必要に
なります。
　そして、この取り組みは学生にとっての学びだけでは
ありません。受け入れる企業や地域にとっても、学生と
の交流から生まれる新しい発想や気づき、いわば化学
反応によって、「正解のない時代」を切り拓いていくため
の意義ある取り組みなのだろうと思います。今回の
フォーラムでは、まさにそうした学生・地域・企業のより良
い関係づくりについて考えました。
　事例として紹介されたのが、新潟大学Kホームの活
動です。学部・学年を超えた約35名の学生が、月に一
度ほど加茂を訪れ、まち歩き、小学校での工作企画、地
域のお祭りへの参加など、さまざまな活動を続けていま
す。特に感心したのは、活動のたびに必ず振り返りを行
い、改善点を次につなげていること、そして一度きりでは
なく、同じ地域に通い続けていることでした。
　パネルディスカッションで最も印象に残ったのは、K
ホームの学生の「就職活動のためだと思ってやってい
たら続きません。加茂が好きだからです」という言葉で
す。3年間で約30回も加茂に通い続けているそうです。
地域づくりは、制度や損得から始まるのではなく、まずそ
の地域を好きになることから始まるのだと感じました。
　また、三条市立大学の学生からは、企業の現場には

大学では学べない、その会社独自の工夫や知恵があ
る一方で、学生が関わることで企業側にも新しい発想
が生まれるという話がありました。
　受け入れ企業である堀内組の堀内社長の話も印象
的でした。学生をお客さん扱いせず、社内ではなかな
か手を付けられない「答えのない課題」に一緒に取り
組んでもらっているそうです。そして経営者に向けて、
「学生が来ないと嘆くのではなく、いないなら会いに行
こう」と話されました。
　フォーラムの最後に樋口先生が、「まず出会い、会話
し、信頼し合うところから新しいものが生まれる。出会い
に出向いてほしい」とまとめられました。
　会場となった「美人の湯」も大変素晴らしい施設に
生まれ変わっていました。館内は温かみのある雰囲気
となり、地元野菜の朝市や七谷の食材を使った料理、
「はにかむサウナ」なども充実しています。何より、雄大
な粟ヶ岳を間近に望みながら温泉に入れるロケーショ
ンは格別です。あまりに良かったので、私は翌日にも家
族を連れて再訪しました。
　普段なら訪れない場所へ出向き、仕事だけでは出会
えない人たちと交流できることも、ロータリー活動の大き
な魅力です。今回のIMは、さまざまな意味で新しい発
見のある有意義な機会となりました。

～懇親会～
明田川賢一 会長エレクト

IM後半の懇親会は加茂の書家 
下田彩水（しもださいすい）さんの
書道パフォーマンスに始まり、地元
加茂のお酒、地元加茂の料理屋さ

んによる加茂にこだわったお料理の親睦交流会となり
ました。そして最後の「手に手つないで」で締めくくり、
地元加茂をたっぷりと感じさせられるIMの懇親会でし
た。
　下田彩水さんは造形大学出身で、大学で培ったデ
ザインの感性と伝統的な書の技法を融合させ、筆文字
デザインから書道パフォーマンスまで多彩な表現活動
をされていて、さらに国際的なイベントにもいろいろと参
加されてきたスーパー書道家です。懇親会スタートはこ
の下田氏の書道パフォーマンスで、ロータリー4つのテ
ストで歌われる“真実”、“公平”、そしてロータリーを意味
する“輪”の3つの文字を書いていただきました。大きな
筆だけでなく、左手を墨で黒くしながら書き込む姿に、
皆が前の方に立ち寄って見入ってました。
　書道パフォーマンスに続き、懇親交流会がスタートし
ました。加茂の地酒 雪椿で乾杯をし、地元の料亭きふ
ねの折料理に舌鼓を打ちながらの交流会でした。会場

は座敷でしたが椅子テーブルが用意され、楽な姿勢
で、靴も脱いだ状態で交流会を楽しむことができまし
た。地元料亭の折料理は、加茂市の言葉にあやかり、
鴨肉のローストから〆の鴨南蛮そばまで鴨を多用し、
見た目も華やかに美味しくまとめられてました。最後は
料亭きふね手作りの和三盆を使ったプリンが付いてまし
た。1時間ちょっとの懇親会もあっという間に終わり、恒
例の「手に手つないで」で締めくくりとなりました。
　源泉をくみ出すポンプのトラブルや過去の赤字経営
など、あまりいいイメージの無かった加茂美人の湯でし
たが、150人余りの皆が靴を脱いで交流できる大きな畳
の会場があり、さらにその会場からは、壁いっぱいの窓
ガラスを通して夕日に照らされた雄大な粟ヶ岳を一望で
き、こんなに素晴らしい施設が加茂にあるのかと感心さ
せられました。書道パフォーマンス、加茂のお料理、お
酒、そして大きな座敷会場から見渡せる粟ヶ岳の姿と
加茂のすばらしさを再発見し、和やかな近隣クラブとの
交流の場となりました。
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◎ロータリー囲碁同好会より 
　「第24回ロータリー全国囲碁大会のご案内」

日 時　　11月21日（土）　10：00～
　　会　場　 日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎来週23日は祝日につき休会です。
再来週30日は、公式訪問事前訪問・クラブ協議会です。

　　

ニコニコBOX
小林吾郎 会長
　涼しくなりました。今年は涼しいですね。
野水靖之さん
　先週の地区大会記念ゴルフ大会とIMにご参加いた
だいた皆様、ありがとうございました。
梨本次郎さん
　先日のIMの翌日に、妻と美人の湯に行って来ました。
　とても良い施設になっていて、妻も喜んでいました。
吉井直樹さん
　IMの出席、お疲れ様でした。本日の報告よろしくお願
いします。
斎藤弘文さん
　加茂市美人の湯で開催されたIMに参加しました。大
変勉強になりました。
渋谷政道さん
　今週19日（土）、20日（日）に三条凧（いか）合戦秋の
新人戦が三条ミズベリングで開催されます。
　秋の凧（いか）合戦もいいもんですよ！天気が心配で
すけど…
嘉瀬一洋さん
　三条別院で開催されましたパレスチナ学習会に参加
してきました。世界平和を推進して友情を育む、ロータ
リーの理念は素晴らしいと思いました。
野崎喜一郎さん
　12日（土）の会頭杯ゴルフ大会では、小越さん、中村さ
ん大変お世話になりました。
　青空の下、最高のゴルフ日和でした。
渡辺良一さん
　花嫁の父、終えてきました。やっとひと息です。ＩＭ報
告よろしくお願いします。
中林順一さん
　涼しくなりました。こないだまでの暑さはどこへ行った
のかな。
五十嵐晋三さん
　久しぶりの出席です。会長、ＩＭ報告ご苦労様です。
荻根澤隆雄さん
　先週のＩＭに出席出来ずに誠に申し訳ありませんでし
た。

船越良則さん、 小出子恵出さん、 高橋　司さん、
成田秀雄さん、 松永一義さん、 丸山行彦さん、
石倉政雄さん、 岩橋美穂さん、 落合孝夫さん、
安達俊明さん、 歸山　肇さん、 杉山幸英さん、
白鳥　賢さん、 山田富義さん、 小越憲泰さん、
早川滝徳さん、 白倉徳幸さん、 小林卓哉さん

　本日のIM報告よろしくお願いいたします。
　お話し楽しみにしております。
 　
　　　　　　　   9月16日分　 ￥32,000
　　　　　　　     今年度累計　   ￥363,000

「IM報告」

小林吾郎 会長

9月12日土曜日に開催されました
第4分区インターシティーミーティン
グ、通称IMについてご報告させて
いただきます。
　当日は3日前の地区ゴルフ大会

があの大雨だったのが嘘のような、本当に素晴らしい
秋晴れでした。参加人数については、三条クラブからは
当初18名の予定でしたが、急遽来られなくなった方が
数名いらっしゃいまして、15名での参加となりました。当
日参加された皆さん、お疲れさまでした。
　今回の主催は加茂RCさんでした。会場は加茂七谷
温泉「美人の湯」での開催となりました。
　藤田加茂市長もご参加いただいていましたが、市長
ご自身も「美人の湯に100人規模の催しができる場所
があったかな？」とおっしゃっていました。実際は2階の
広間を3つともぶち抜いて、畳の上に机と椅子を並べて
の開催でして、靴を脱いでの参加というなかなかユ
ニークなスタイルでした。当日、美人の湯のホームページ
では「設備メンテナンスのため休館」というアナウンスが
されていたそうで、一般のお客さんはご存じなかったと
思いますが、その会場を貸し切ってのIMでした。
　ガバナー補佐の長澤さんからは、現在始まったばか
りの事前訪問の状況についてのお話と、ガバナー公式
訪問に関するエピソードをいただきました。当初ガバ
ナーは飲酒をせずに自分で運転して帰る予定だったと
ころ、ドライバーを同行させることになったので飲酒でき
るようになった、というお話で、会場が和みました（笑）。
　ひとつ、私が特に印象に残ったお話があります。長澤
ガバナー補佐から「インターシティーミーティングは開催
しなくてもよい、任意の会合で、それでも折角ですから

会長挨拶
　　　　　　　　　小林吾郎 会長
　皆さん、こんにちは。9月2回目の例会です。
　まず先週の地区ゴルフ大会のご報告で
す。当日はなかなかの大雨でして、小越さん、
丸山さん、杉山さん、野崎さんの組は前半で
終了、早々に引き揚げていかれました。お気
持ち、よく分かります（笑）。

　私たちは渡辺良一さん、相場さんと3人の組でしたが、後半か
ら三条北RCの渕岡さんが合流してくださいました。一緒に回って
いたメンバーが帰るということで私たちの組に加わっていただき、
図らずもクラブを越えた交流ゴルフになりました。後半の最初の3
ホールほどはひどい雨でしたが、その後は雨も上がって、真夏にし
てはずいぶん涼しい中でラウンドできました。前半で帰られた4名
の皆さんも含めて、当日参加された皆さん、本当にお疲れさまでし
た。
　続いて、先々週の例会の翌日、ローターアクトの例会に初めて
参加してきました。実は私、これまでずっと「アクト不要論者」だっ
たんです。でも、ちゃんと理解もせず、分かろうともせずに不要だと
言い続けるのも違うなと思いまして、まず参加してみることにしまし
た。
　当日は川越さんと4名のメンバーが集まっていました。正直、人
数は少ない。でも、その数名が一生懸命に参加して、1分間スピー
チなどに取り組んでいる姿を見ていると、これはこれでいいのかな
と感じる部分もありました。まだ考え方は変わりませんが、これから

の9か月間、何回か参加を重ねながら、自分なりのロー
ターアクト観を持っていけたらと思っています。
　最後に70周年記念事業のご報告です。先日、吉井実
行委員長と柳取副実行委員長、荻根澤社会奉仕委員
長が三条市立大学のシャハリアル学長のもとを訪問し、
記念植樹についての話し合いを行いました。しだれ桜を
1本、食堂からよく見えるところに植えることが決まりまし
た。11月頃になると思いますが植樹当日は贈呈式も予定
されています。日程が決まりましたら改めてご案内します
ので、ぜひ皆さんにもご参加いただければと思います。
　本日もどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告
　　　　　　野水靖之 幹事

◎富山ガバナー事務所より
　 「地区大会記念ゴルフ大会ご参加の御礼」
◎地区事務所より 
　「2027年バルセロナ国際大会参加登録のご案内」

会　期　　2027年6月26日（土）～30日（水）
　　登録料　 9/17～21（5日間限定）595ドル、
　　　　　　　9/22～3/31…795ドル、
　　　　　　　4/1～6/30…895ドル
◎三条ローターアクトクラブより 
　「9月第二例会のご案内」

日 時　　9月17日（木）　19：30～
　　会　場　 まちやま２階・はなしょうぶ
◎富山ガバナー事務所より 
　「第4分区ガバナー補佐職務についてのヒアリングのお願い」

日 時　　10月2日（金）　17：30～19：00
　　会　場　 三条ロイヤルホテル
◎富山ガバナー事務所より 
　「財団・米山感謝の集い午餐会のご案内」

日 時　　10月24日（土）　12：00～14：30
　　会　場　 ホテルイタリア軒
◎三条北RCより 
　「市内４RC合同クラブラーニング委員会のご案内」

日 時　　10月31日（土）　16：00～
　　会　場　 越前屋ホテル

開催することにしました」という趣旨の発言がありまし
た。実はバスで向かう道中、吉井さんからも同様のこと
を聞いていたので、改めて驚きはしませんでしたが、国
際ロータリーも時代に合わせて変わろうとしているんだ
なということを実感しました。
　一方で、そういった方針の変化を地域の地区や各
ロータリークラブに浸透させていくのは、なかなか大変
なことだとも感じました。ひょっとすると近い将来、どこか
のガバナー補佐排出クラブが「国際ロータリーの方針
に従い、今年度はIMを開催しない」という判断をする、
なんてことも出てくるのかもしれないな、と考えさせられ
ました。ロータリーという組織が、形を変えながら進化し
ようとしていることを感じた場面でした。
　さて、今回のIMのメインテーマは『県央地域の「高
等教育機関」を使い倒す！』というものでした。三条市立
大学、新潟大学、加茂経営大学の学生さんたちにお越
しいただき、それぞれが実際に取り組んでいる地域課
題の解決活動についてのフォーラムが行われました。新
潟大学の学生さんによる基調講演に続いて、3大学の
学生さんたちによるパネルディスカッションという構成で
した。
　若い学生たちが地域の課題に真剣に向き合ってい
る姿は、私自身大変刺激を受けました。この内容につい
ては、引き続き梨本さんからより詳しくお話いただきま
す。
　以上が私からのIM報告となります。ありがとうござい
ました。

梨本次郎 会員増強委員長

9月12日、加茂七谷温泉「美人の
湯」で開催された国際ロータリー第
2560地区第4分区インターシティー
ミーティングに参加しました。今回の
フォーラムのテーマは『県央地域の
「高等教育機関」を使い倒す！～若

者の熱量と企業の経験が交差する加茂・県央の未来
～』でした。

　まず、このテーマがなぜ今注目されているのか、その
背景について少し整理したいと思います。
　学生と地域企業が連携する取り組みは、この10年ほ
ど、新しい大学教育のあり方として注目されてきました。
その背景にあるのは、よく言われる「正解のない時代」
という考え方です。
　私たちが若い頃は、良い学校に入り、良い会社に入
れば、ある程度その先の道筋が見えました。しかし今
は、5年先、10年先に自分たちの業界がどうなっている
かも分からない時代です。そうした中で、自ら考え、未来
を構想していく力は、大学の教室で講義を聞いている
だけでは、なかなか身につきません。
　そこで大学では、学生を実際の地域や企業の現場
に出し、現実の社会の中で活動しながら学んでもらう取
り組みが広がっています。ただし、学生が外に出て学ぶ
ためには、必ずそれを受け入れる地域や企業が必要に
なります。
　そして、この取り組みは学生にとっての学びだけでは
ありません。受け入れる企業や地域にとっても、学生と
の交流から生まれる新しい発想や気づき、いわば化学
反応によって、「正解のない時代」を切り拓いていくため
の意義ある取り組みなのだろうと思います。今回の
フォーラムでは、まさにそうした学生・地域・企業のより良
い関係づくりについて考えました。
　事例として紹介されたのが、新潟大学Kホームの活
動です。学部・学年を超えた約35名の学生が、月に一
度ほど加茂を訪れ、まち歩き、小学校での工作企画、地
域のお祭りへの参加など、さまざまな活動を続けていま
す。特に感心したのは、活動のたびに必ず振り返りを行
い、改善点を次につなげていること、そして一度きりでは
なく、同じ地域に通い続けていることでした。
　パネルディスカッションで最も印象に残ったのは、K
ホームの学生の「就職活動のためだと思ってやってい
たら続きません。加茂が好きだからです」という言葉で
す。3年間で約30回も加茂に通い続けているそうです。
地域づくりは、制度や損得から始まるのではなく、まずそ
の地域を好きになることから始まるのだと感じました。
　また、三条市立大学の学生からは、企業の現場には

大学では学べない、その会社独自の工夫や知恵があ
る一方で、学生が関わることで企業側にも新しい発想
が生まれるという話がありました。
　受け入れ企業である堀内組の堀内社長の話も印象
的でした。学生をお客さん扱いせず、社内ではなかな
か手を付けられない「答えのない課題」に一緒に取り
組んでもらっているそうです。そして経営者に向けて、
「学生が来ないと嘆くのではなく、いないなら会いに行
こう」と話されました。
　フォーラムの最後に樋口先生が、「まず出会い、会話
し、信頼し合うところから新しいものが生まれる。出会い
に出向いてほしい」とまとめられました。
　会場となった「美人の湯」も大変素晴らしい施設に
生まれ変わっていました。館内は温かみのある雰囲気
となり、地元野菜の朝市や七谷の食材を使った料理、
「はにかむサウナ」なども充実しています。何より、雄大
な粟ヶ岳を間近に望みながら温泉に入れるロケーショ
ンは格別です。あまりに良かったので、私は翌日にも家
族を連れて再訪しました。
　普段なら訪れない場所へ出向き、仕事だけでは出会
えない人たちと交流できることも、ロータリー活動の大き
な魅力です。今回のIMは、さまざまな意味で新しい発
見のある有意義な機会となりました。

～懇親会～
明田川賢一 会長エレクト

IM後半の懇親会は加茂の書家 
下田彩水（しもださいすい）さんの
書道パフォーマンスに始まり、地元
加茂のお酒、地元加茂の料理屋さ

んによる加茂にこだわったお料理の親睦交流会となり
ました。そして最後の「手に手つないで」で締めくくり、
地元加茂をたっぷりと感じさせられるIMの懇親会でし
た。
　下田彩水さんは造形大学出身で、大学で培ったデ
ザインの感性と伝統的な書の技法を融合させ、筆文字
デザインから書道パフォーマンスまで多彩な表現活動
をされていて、さらに国際的なイベントにもいろいろと参
加されてきたスーパー書道家です。懇親会スタートはこ
の下田氏の書道パフォーマンスで、ロータリー4つのテ
ストで歌われる“真実”、“公平”、そしてロータリーを意味
する“輪”の3つの文字を書いていただきました。大きな
筆だけでなく、左手を墨で黒くしながら書き込む姿に、
皆が前の方に立ち寄って見入ってました。
　書道パフォーマンスに続き、懇親交流会がスタートし
ました。加茂の地酒 雪椿で乾杯をし、地元の料亭きふ
ねの折料理に舌鼓を打ちながらの交流会でした。会場

は座敷でしたが椅子テーブルが用意され、楽な姿勢
で、靴も脱いだ状態で交流会を楽しむことができまし
た。地元料亭の折料理は、加茂市の言葉にあやかり、
鴨肉のローストから〆の鴨南蛮そばまで鴨を多用し、
見た目も華やかに美味しくまとめられてました。最後は
料亭きふね手作りの和三盆を使ったプリンが付いてまし
た。1時間ちょっとの懇親会もあっという間に終わり、恒
例の「手に手つないで」で締めくくりとなりました。
　源泉をくみ出すポンプのトラブルや過去の赤字経営
など、あまりいいイメージの無かった加茂美人の湯でし
たが、150人余りの皆が靴を脱いで交流できる大きな畳
の会場があり、さらにその会場からは、壁いっぱいの窓
ガラスを通して夕日に照らされた雄大な粟ヶ岳を一望で
き、こんなに素晴らしい施設が加茂にあるのかと感心さ
せられました。書道パフォーマンス、加茂のお料理、お
酒、そして大きな座敷会場から見渡せる粟ヶ岳の姿と
加茂のすばらしさを再発見し、和やかな近隣クラブとの
交流の場となりました。
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地区大会記念
チャリティー
ゴルフ大会
9月9日水曜日に十日町カントリー
クラブで地区大会記念チャリティー
ゴルフ大会を行いました。



◎ロータリー囲碁同好会より 
　「第24回ロータリー全国囲碁大会のご案内」

日 時　　11月21日（土）　10：00～
　　会　場　 日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎来週23日は祝日につき休会です。
再来週30日は、公式訪問事前訪問・クラブ協議会です。

　　

ニコニコBOX
小林吾郎 会長
　涼しくなりました。今年は涼しいですね。
野水靖之さん
　先週の地区大会記念ゴルフ大会とIMにご参加いた
だいた皆様、ありがとうございました。
梨本次郎さん
　先日のIMの翌日に、妻と美人の湯に行って来ました。
　とても良い施設になっていて、妻も喜んでいました。
吉井直樹さん
　IMの出席、お疲れ様でした。本日の報告よろしくお願
いします。
斎藤弘文さん
　加茂市美人の湯で開催されたIMに参加しました。大
変勉強になりました。
渋谷政道さん
　今週19日（土）、20日（日）に三条凧（いか）合戦秋の
新人戦が三条ミズベリングで開催されます。
　秋の凧（いか）合戦もいいもんですよ！天気が心配で
すけど…
嘉瀬一洋さん
　三条別院で開催されましたパレスチナ学習会に参加
してきました。世界平和を推進して友情を育む、ロータ
リーの理念は素晴らしいと思いました。
野崎喜一郎さん
　12日（土）の会頭杯ゴルフ大会では、小越さん、中村さ
ん大変お世話になりました。
　青空の下、最高のゴルフ日和でした。
渡辺良一さん
　花嫁の父、終えてきました。やっとひと息です。ＩＭ報
告よろしくお願いします。
中林順一さん
　涼しくなりました。こないだまでの暑さはどこへ行った
のかな。
五十嵐晋三さん
　久しぶりの出席です。会長、ＩＭ報告ご苦労様です。
荻根澤隆雄さん
　先週のＩＭに出席出来ずに誠に申し訳ありませんでし
た。

船越良則さん、 小出子恵出さん、 高橋　司さん、
成田秀雄さん、 松永一義さん、 丸山行彦さん、
石倉政雄さん、 岩橋美穂さん、 落合孝夫さん、
安達俊明さん、 歸山　肇さん、 杉山幸英さん、
白鳥　賢さん、 山田富義さん、 小越憲泰さん、
早川滝徳さん、 白倉徳幸さん、 小林卓哉さん

　本日のIM報告よろしくお願いいたします。
　お話し楽しみにしております。
 　
　　　　　　　   9月16日分　 ￥32,000
　　　　　　　     今年度累計　   ￥363,000

「IM報告」

小林吾郎 会長

9月12日土曜日に開催されました
第4分区インターシティーミーティン
グ、通称IMについてご報告させて
いただきます。
　当日は3日前の地区ゴルフ大会

があの大雨だったのが嘘のような、本当に素晴らしい
秋晴れでした。参加人数については、三条クラブからは
当初18名の予定でしたが、急遽来られなくなった方が
数名いらっしゃいまして、15名での参加となりました。当
日参加された皆さん、お疲れさまでした。
　今回の主催は加茂RCさんでした。会場は加茂七谷
温泉「美人の湯」での開催となりました。
　藤田加茂市長もご参加いただいていましたが、市長
ご自身も「美人の湯に100人規模の催しができる場所
があったかな？」とおっしゃっていました。実際は2階の
広間を3つともぶち抜いて、畳の上に机と椅子を並べて
の開催でして、靴を脱いでの参加というなかなかユ
ニークなスタイルでした。当日、美人の湯のホームページ
では「設備メンテナンスのため休館」というアナウンスが
されていたそうで、一般のお客さんはご存じなかったと
思いますが、その会場を貸し切ってのIMでした。
　ガバナー補佐の長澤さんからは、現在始まったばか
りの事前訪問の状況についてのお話と、ガバナー公式
訪問に関するエピソードをいただきました。当初ガバ
ナーは飲酒をせずに自分で運転して帰る予定だったと
ころ、ドライバーを同行させることになったので飲酒でき
るようになった、というお話で、会場が和みました（笑）。
　ひとつ、私が特に印象に残ったお話があります。長澤
ガバナー補佐から「インターシティーミーティングは開催
しなくてもよい、任意の会合で、それでも折角ですから

会長挨拶
　　　　　　　　　小林吾郎 会長
　皆さん、こんにちは。9月2回目の例会です。
　まず先週の地区ゴルフ大会のご報告で
す。当日はなかなかの大雨でして、小越さん、
丸山さん、杉山さん、野崎さんの組は前半で
終了、早々に引き揚げていかれました。お気
持ち、よく分かります（笑）。

　私たちは渡辺良一さん、相場さんと3人の組でしたが、後半か
ら三条北RCの渕岡さんが合流してくださいました。一緒に回って
いたメンバーが帰るということで私たちの組に加わっていただき、
図らずもクラブを越えた交流ゴルフになりました。後半の最初の3
ホールほどはひどい雨でしたが、その後は雨も上がって、真夏にし
てはずいぶん涼しい中でラウンドできました。前半で帰られた4名
の皆さんも含めて、当日参加された皆さん、本当にお疲れさまでし
た。
　続いて、先々週の例会の翌日、ローターアクトの例会に初めて
参加してきました。実は私、これまでずっと「アクト不要論者」だっ
たんです。でも、ちゃんと理解もせず、分かろうともせずに不要だと
言い続けるのも違うなと思いまして、まず参加してみることにしまし
た。
　当日は川越さんと4名のメンバーが集まっていました。正直、人
数は少ない。でも、その数名が一生懸命に参加して、1分間スピー
チなどに取り組んでいる姿を見ていると、これはこれでいいのかな
と感じる部分もありました。まだ考え方は変わりませんが、これから

の9か月間、何回か参加を重ねながら、自分なりのロー
ターアクト観を持っていけたらと思っています。
　最後に70周年記念事業のご報告です。先日、吉井実
行委員長と柳取副実行委員長、荻根澤社会奉仕委員
長が三条市立大学のシャハリアル学長のもとを訪問し、
記念植樹についての話し合いを行いました。しだれ桜を
1本、食堂からよく見えるところに植えることが決まりまし
た。11月頃になると思いますが植樹当日は贈呈式も予定
されています。日程が決まりましたら改めてご案内します
ので、ぜひ皆さんにもご参加いただければと思います。
　本日もどうぞよろしくお願いいたします。

幹事報告
　　　　　　野水靖之 幹事

◎富山ガバナー事務所より
　 「地区大会記念ゴルフ大会ご参加の御礼」
◎地区事務所より 
　「2027年バルセロナ国際大会参加登録のご案内」

会　期　　2027年6月26日（土）～30日（水）
　　登録料　 9/17～21（5日間限定）595ドル、
　　　　　　　9/22～3/31…795ドル、
　　　　　　　4/1～6/30…895ドル
◎三条ローターアクトクラブより 
　「9月第二例会のご案内」

日 時　　9月17日（木）　19：30～
　　会　場　 まちやま２階・はなしょうぶ
◎富山ガバナー事務所より 
　「第4分区ガバナー補佐職務についてのヒアリングのお願い」

日 時　　10月2日（金）　17：30～19：00
　　会　場　 三条ロイヤルホテル
◎富山ガバナー事務所より 
　「財団・米山感謝の集い午餐会のご案内」

日 時　　10月24日（土）　12：00～14：30
　　会　場　 ホテルイタリア軒
◎三条北RCより 
　「市内４RC合同クラブラーニング委員会のご案内」

日 時　　10月31日（土）　16：00～
　　会　場　 越前屋ホテル

開催することにしました」という趣旨の発言がありまし
た。実はバスで向かう道中、吉井さんからも同様のこと
を聞いていたので、改めて驚きはしませんでしたが、国
際ロータリーも時代に合わせて変わろうとしているんだ
なということを実感しました。
　一方で、そういった方針の変化を地域の地区や各
ロータリークラブに浸透させていくのは、なかなか大変
なことだとも感じました。ひょっとすると近い将来、どこか
のガバナー補佐排出クラブが「国際ロータリーの方針
に従い、今年度はIMを開催しない」という判断をする、
なんてことも出てくるのかもしれないな、と考えさせられ
ました。ロータリーという組織が、形を変えながら進化し
ようとしていることを感じた場面でした。
　さて、今回のIMのメインテーマは『県央地域の「高
等教育機関」を使い倒す！』というものでした。三条市立
大学、新潟大学、加茂経営大学の学生さんたちにお越
しいただき、それぞれが実際に取り組んでいる地域課
題の解決活動についてのフォーラムが行われました。新
潟大学の学生さんによる基調講演に続いて、3大学の
学生さんたちによるパネルディスカッションという構成で
した。
　若い学生たちが地域の課題に真剣に向き合ってい
る姿は、私自身大変刺激を受けました。この内容につい
ては、引き続き梨本さんからより詳しくお話いただきま
す。
　以上が私からのIM報告となります。ありがとうござい
ました。

梨本次郎 会員増強委員長

9月12日、加茂七谷温泉「美人の
湯」で開催された国際ロータリー第
2560地区第4分区インターシティー
ミーティングに参加しました。今回の
フォーラムのテーマは『県央地域の
「高等教育機関」を使い倒す！～若

者の熱量と企業の経験が交差する加茂・県央の未来
～』でした。

　まず、このテーマがなぜ今注目されているのか、その
背景について少し整理したいと思います。
　学生と地域企業が連携する取り組みは、この10年ほ
ど、新しい大学教育のあり方として注目されてきました。
その背景にあるのは、よく言われる「正解のない時代」
という考え方です。
　私たちが若い頃は、良い学校に入り、良い会社に入
れば、ある程度その先の道筋が見えました。しかし今
は、5年先、10年先に自分たちの業界がどうなっている
かも分からない時代です。そうした中で、自ら考え、未来
を構想していく力は、大学の教室で講義を聞いている
だけでは、なかなか身につきません。
　そこで大学では、学生を実際の地域や企業の現場
に出し、現実の社会の中で活動しながら学んでもらう取
り組みが広がっています。ただし、学生が外に出て学ぶ
ためには、必ずそれを受け入れる地域や企業が必要に
なります。
　そして、この取り組みは学生にとっての学びだけでは
ありません。受け入れる企業や地域にとっても、学生と
の交流から生まれる新しい発想や気づき、いわば化学
反応によって、「正解のない時代」を切り拓いていくため
の意義ある取り組みなのだろうと思います。今回の
フォーラムでは、まさにそうした学生・地域・企業のより良
い関係づくりについて考えました。
　事例として紹介されたのが、新潟大学Kホームの活
動です。学部・学年を超えた約35名の学生が、月に一
度ほど加茂を訪れ、まち歩き、小学校での工作企画、地
域のお祭りへの参加など、さまざまな活動を続けていま
す。特に感心したのは、活動のたびに必ず振り返りを行
い、改善点を次につなげていること、そして一度きりでは
なく、同じ地域に通い続けていることでした。
　パネルディスカッションで最も印象に残ったのは、K
ホームの学生の「就職活動のためだと思ってやってい
たら続きません。加茂が好きだからです」という言葉で
す。3年間で約30回も加茂に通い続けているそうです。
地域づくりは、制度や損得から始まるのではなく、まずそ
の地域を好きになることから始まるのだと感じました。
　また、三条市立大学の学生からは、企業の現場には

大学では学べない、その会社独自の工夫や知恵があ
る一方で、学生が関わることで企業側にも新しい発想
が生まれるという話がありました。
　受け入れ企業である堀内組の堀内社長の話も印象
的でした。学生をお客さん扱いせず、社内ではなかな
か手を付けられない「答えのない課題」に一緒に取り
組んでもらっているそうです。そして経営者に向けて、
「学生が来ないと嘆くのではなく、いないなら会いに行
こう」と話されました。
　フォーラムの最後に樋口先生が、「まず出会い、会話
し、信頼し合うところから新しいものが生まれる。出会い
に出向いてほしい」とまとめられました。
　会場となった「美人の湯」も大変素晴らしい施設に
生まれ変わっていました。館内は温かみのある雰囲気
となり、地元野菜の朝市や七谷の食材を使った料理、
「はにかむサウナ」なども充実しています。何より、雄大
な粟ヶ岳を間近に望みながら温泉に入れるロケーショ
ンは格別です。あまりに良かったので、私は翌日にも家
族を連れて再訪しました。
　普段なら訪れない場所へ出向き、仕事だけでは出会
えない人たちと交流できることも、ロータリー活動の大き
な魅力です。今回のIMは、さまざまな意味で新しい発
見のある有意義な機会となりました。

～懇親会～
明田川賢一 会長エレクト

IM後半の懇親会は加茂の書家 
下田彩水（しもださいすい）さんの
書道パフォーマンスに始まり、地元
加茂のお酒、地元加茂の料理屋さ

んによる加茂にこだわったお料理の親睦交流会となり
ました。そして最後の「手に手つないで」で締めくくり、
地元加茂をたっぷりと感じさせられるIMの懇親会でし
た。
　下田彩水さんは造形大学出身で、大学で培ったデ
ザインの感性と伝統的な書の技法を融合させ、筆文字
デザインから書道パフォーマンスまで多彩な表現活動
をされていて、さらに国際的なイベントにもいろいろと参
加されてきたスーパー書道家です。懇親会スタートはこ
の下田氏の書道パフォーマンスで、ロータリー4つのテ
ストで歌われる“真実”、“公平”、そしてロータリーを意味
する“輪”の3つの文字を書いていただきました。大きな
筆だけでなく、左手を墨で黒くしながら書き込む姿に、
皆が前の方に立ち寄って見入ってました。
　書道パフォーマンスに続き、懇親交流会がスタートし
ました。加茂の地酒 雪椿で乾杯をし、地元の料亭きふ
ねの折料理に舌鼓を打ちながらの交流会でした。会場

は座敷でしたが椅子テーブルが用意され、楽な姿勢
で、靴も脱いだ状態で交流会を楽しむことができまし
た。地元料亭の折料理は、加茂市の言葉にあやかり、
鴨肉のローストから〆の鴨南蛮そばまで鴨を多用し、
見た目も華やかに美味しくまとめられてました。最後は
料亭きふね手作りの和三盆を使ったプリンが付いてまし
た。1時間ちょっとの懇親会もあっという間に終わり、恒
例の「手に手つないで」で締めくくりとなりました。
　源泉をくみ出すポンプのトラブルや過去の赤字経営
など、あまりいいイメージの無かった加茂美人の湯でし
たが、150人余りの皆が靴を脱いで交流できる大きな畳
の会場があり、さらにその会場からは、壁いっぱいの窓
ガラスを通して夕日に照らされた雄大な粟ヶ岳を一望で
き、こんなに素晴らしい施設が加茂にあるのかと感心さ
せられました。書道パフォーマンス、加茂のお料理、お
酒、そして大きな座敷会場から見渡せる粟ヶ岳の姿と
加茂のすばらしさを再発見し、和やかな近隣クラブとの
交流の場となりました。

6

新潟大栄信用組合本店1F（11～14時）
加茂市産業センター
燕市吉田産業会館 窓口（10～15時）
新潟大栄信用組合本店1F（11～14時）

　● 分水RC 10月   6日（火）　移動例会
　● 加茂RC  　   15日（木）　休会
　● 吉田RC  　   16日（金）　公式訪問
　● 分水RC  　   27日（火）　夜例会

※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　　記帳場所

23
日 月 火 水 木 金 土

三条ロータリークラブ例会日

◆三条東RC
　「外部卓話」
　古町 いちまる
　女将 津野彩香 様

新発田
城南RC
60周年
記念式典

財団・米山
感謝の集い
午餐会
（新潟）

◆三条北RC
　「事前訪問・
　クラブ協議会」
第4分区ガバナー補佐

　　　 長澤敬一 様

◆三条南RC
　５日（月）→ ８日（木）
　「グループ公式訪問
　（三条・加茂・三条南・
　田上あじさいRC合同）」
　於 加茂市産業センター
（記帳できます）

◆三条RC
　７日（水）→ ８日（木）
　「グループ公式訪問
　（三条・加茂・三条南・
田上あじさいRC合同）」
於 加茂市産業センター

◆三条東RC
　夜例会「外部卓話」
　㈱リトモ代表取締役
　　　　熊倉誠之助 様
　於 三条スパイス研究所
（記帳できます）

◆三条東RC
15日（木）→13日（火）
　「グループ公式訪問」
（記帳できます）

◆三条北RC
　「グループ公式訪問」
（記帳できます）

◆三条南RC
休会

◆三条RC
14日（水）～15日（木）
　「親睦旅行（東京）」

◆三条北RC
　「米山月間」
　地区米山記念
　　　  奨学委員会

◆三条南RC
　「米山月間卓話」
　米山記念奨学生
　　　　 チャーさん

◆三条RC
　「会員卓話」
　　 山田富義 会員

◆三条RC
　「外部卓話」
三条市教育委員会
教育長 熊倉隆司 様

◆三条東RC
　「米山月間」
地区米山記念奨学
委員会 中村文彦 様

◆三条東RC
休会
　（記帳できます）

◆三条北RC
地区大会出席振替
（記帳できます）

◆三条南RC
「財団月間」
地区ロータリー財団
委員会　横井　賢 様
　　　　（村上RC）
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スポーツの日

皆様の写真で
本週報の表紙を
飾って
みませんか？

今期の三条ロータリークラブ週報では、皆様より表紙の写真を募集いたします。
日常の風景から旅先のスナップ・渾身のワンカットなど、会員様の素敵な写真をご提供ください。
画像タイトル（キャプション）を入れてメールでお送りください。
宛先は小林卓哉会員宛「taku.kobayashi@bb.wakwak.com」までお願いいたします。
※投稿者名を非掲載希望の方は、メール送信時にその旨ご記載ください。
※応募者多数の場合は掲載されない場合もございます。ご容赦願います。

次々週例会 10月 14日 14日（水）～15日（木）「親睦旅行（東京）」

次 週 例 会 10月 8日　　7日（水）→ 8日（木）
　　　　　　　　　　　　　 「グループ公式訪問（三条・加茂・三条南・
　　　　　　　　　　　　　　 田上あじさいRC）」　於 加茂市産業センター


